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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年7月4日(2014.7.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　増幅出力の相対的位相変動が１０ｋＨｚ未満に制限されるように、マルチコア・ファイ
バの形態で構成されたファイバ増幅器の熱変動が十分に整合して配置され、且つ、前記フ
ァイバ増幅器の間の光エネルギーカップリングがすべて無視できるように、前記ファイバ
増幅器が互いに離れて配置されたファイバ増幅器アレイと、
　前記ファイバ増幅器アレイをシードし、フェムト秒～１マイクロ秒の範囲のパルス幅を
有するパルスを生成するレーザ光源と、
　前記レーザ光源と前記ファイバ増幅器アレイとの間に配置され、前記レーザ光源からの
パルスが、前記レーザ光源の空間分布に実質的に類似した空間分布を有したビームとして
、前記ファイバ増幅器アレイの対応する前記ファイバ増幅器にそれぞれ入射するように、
前記レーザ光源からのパルスを複数のビーム経路に分配するビーム分配器と、
　前記ファイバ増幅器アレイを光学的にポンピングする、少なくとも１個のポンプ光源と
、
　空間的関係に配置されて前記ファイバ増幅器に光接続され、位相制御信号に応答して少
なくとも１個の前記ファイバ増幅器の出力の光位相を補正する、複数の位相制御素子と、
　大部分の前記ファイバ増幅器の出力の光位相を制御するため前記制御信号を生成する位
相制御ユニットと、
　を含み、前記制御信号と前記位相制御素子とが、大部分の個別の前記ファイバ増幅器の
光出力位相を安定化させることを特徴とする、高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２】
　前記ファイバ増幅器アレイの出力の下流に挿入された位相板を含むことを特徴とする、
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請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項３】
　前記ファイバ増幅器アレイの中の前記ファイバ増幅器間のエネルギーカップリングが１
％未満であることを特徴とする、請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム
。
【請求項４】
　前記相対的位相変動が１ｋＨｚ未満であることを特徴とする、請求項１に記載の高ピー
ク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項５】
　前記位相制御ユニットが検出器のアレイと、前記検出器から取得された位相情報を処理
する適応アルゴリズムとを含むことを特徴とする、請求項１に記載の高ピーク出力ファイ
バ増幅器システム。
【請求項６】
　前記適応アルゴリズムが遺伝的アルゴリズムを含むことを特徴とする、請求項５に記載
の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項７】
　前記レーザ光源がモードロック・レーザを含むことを特徴とする、請求項１に記載の高
ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項８】
　前記レーザ光源が前記モードロック・レーザから放射されたパルスのパルス幅を増大す
るパルスストレッチャを含むことを特徴とする、請求項７に記載の高ピーク出力ファイバ
増幅器システム。
【請求項９】
　前記レーザ光源が半導体レーザダイオードを含み、前記パルス幅が１ピコ秒～１マイク
ロ秒の範囲に入ることを特徴とする、請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器シス
テム。
【請求項１０】
　前記マルチコア・ファイバが漏洩チャネルファイバを含むことを特徴とする、請求項１
に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１１】
　前記漏洩チャネルファイバが偏波保持ファイバであることを特徴とする、請求項１０に
記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１２】
　信号参照アームを更に含み、
　前記信号参照アームは、前記ファイバ増幅器アレイの中を逆向きに通過するビームの一
部分と干渉するように配置され、前記位相制御素子及び前記位相制御ユニットは位相補償
器として動作するように構成され、前記位相補償器は、前記信号参照アームにおける前記
干渉に基づき、前記ファイバ増幅器アレイの中を前向きに通過するビームに一つずつの個
別のファイバ増幅器の光位相の補償を提供することを特徴とする、請求項１に記載の高ピ
ーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１３】
　前記位相補償器が空間光変調器を含むことを特徴とする、請求項１２に記載の高ピーク
出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１４】
　前記ファイバ増幅器アレイの素子間のエネルギーカップリングが０．１％未満であるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１５】
　前記ファイバ増幅器アレイが、ＥＵＶ又はＸ線発生用のシステムの中に構成されている
ことを特徴とする、請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１６】
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　前記ＥＵＶ又はＸ線発生用のシステムが、光リソグラフィにおいて光源として使用され
ることを特徴とする、請求項１５に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１７】
　前記ファイバ増幅器アレイが、パラメトリック増幅のためのポンプ光源として構成され
ていることを特徴とする、請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１８】
　前記ファイバ増幅器アレイが、ステップ・インデックス型ファイバ、フォトニック結晶
ファイバ、又は、ブラッグファイバから構築された複数の個別のファイバ増幅器を含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項１９】
　前記ファイバ増幅器のためのサイドポンピング素子を更に含むことを特徴とする、請求
項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２０】
　前記ファイバ増幅器が、ダブルパス構成で構築されていることを特徴とする、請求項１
に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２１】
　位相制御素子が、セグメント化されたミラー・アレイの一部分を含むことを特徴とする
、請求項１に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２２】
　前記位相制御素子が、ＭＥＭＳアレイの一部分を含むことを特徴とする、請求項１に記
載の増幅器構築方式。
【請求項２３】
　マルチコア・ファイバの形態で構成されたファイバ増幅器のアレイであって、前記ファ
イバ増幅器のコアの空間分離が、前記ファイバ増幅器アレイの出力位相変動を１０ｋＨｚ
未満に制限する強い熱的カップリングを行うために十分に小さくされ、且つ、前記ファイ
バ増幅器間の光モードカップリングを０．１％以下に制限するために、十分に大きくされ
ている、前記ファイバ増幅器アレイと、
　空間的関係で配置され、前記ファイバ増幅器に光接続され、位相制御信号に応答して少
なくとも１個の前記ファイバ増幅器の出力の光位相を補正する複数の位相制御素子と、
　前記位相制御信号を発生し、前記ファイバ増幅器アレイの出力の光位相を安定化するた
め動作可能である位相制御器と、
　を含むことを特徴とする、高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２４】
　前記ファイバ増幅器アレイにおいて、前記ファイバ増幅器が共通した中心の周りに、前
記中心からほぼ等距離で配置されていることを特徴とする、請求項２３に記載の高ピーク
出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２５】
　前記位相制御器の制御帯域幅が、１０ｋＨｚ未満であることを特徴とする、請求項２３
に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２６】
　増幅器の前記ファイバ増幅器アレイが単一リングに沿って、共通した中心からほぼ等距
離で配置されていることを特徴とする、請求項２３に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器
システム。
【請求項２７】
　前記位相制御素子が一体化された位相変調器の一部分を形成することを特徴とする、請
求項２３に記載の高ピーク出力ファイバ増幅器システム。
【請求項２８】
　マルチコア・ファイバの形態で構成された、複数の個別のファイバ増幅器を含むファイ
バ増幅器アレイであって、前記ファイバ増幅器のコアの空間分離が、前記ファイバ増幅器
アレイの出力位相変動を１０ｋＨｚ未満に制限する強い熱的カップリングを行うために十



(4) JP 2011-512653 A5 2014.8.21

分に小さくされた、前記ファイバ増幅器アレイと、
　前記ファイバ増幅器アレイを光学的にポンピングする、少なくとも１個のポンプ光源と
、
　前記ファイバ増幅器アレイをシードするマスターパルス発振器と、
　空間的関係で配置され、前記ファイバ増幅器アレイの前記ファイバ増幅器に光接続され
、位相制御信号に応答して少なくとも１個の前記ファイバ増幅器の出力の光位相を補正す
る、複数の位相制御素子と、
　前記ファイバ増幅器アレイの中を逆向きに通過するビームの一部分と干渉するように配
置された信号参照アームと、
　大部分の前記ファイバ増幅器の出力の光位相を制御するために、前記制御信号を生成す
る位相制御器
　とを備え、
　前記位相制御素子及び前記位相制御器は、前記信号参照アームにおける前記干渉に基づ
き、前記ファイバ増幅器アレイの中を前向きに通過するビームに一つずつの個別のファイ
バ増幅器の光位相の補償を提供する位相補償器として動作するように構成されたことを特
徴とする、レーザパルスをコヒーレント結合する増幅器構築方式。
【請求項２９】
　前記制御信号が、パルス繰り返し周波数の約１０分の１より低いレートで選択されるこ
とを特徴とする、請求項２８に記載の増幅器構築方式。
【請求項３０】
　前記パルスが、１００ｋＨｚ未満である一定の繰り返し周波数を有するように選択され
ていることを特徴とする、請求項２８に記載の増幅器構築方式。
【請求項３１】
　前記個別のファイバが、偏波保持型であることを特徴とする、請求項２８に記載の増幅
器構築方式。
【請求項３２】
　前記マスター発振器と前記ファイバ増幅器アレイとの間に挿入された位相板を更に含む
ことを特徴とする、請求項２８に記載の増幅器構築方式。
【請求項３３】
　前記ファイバ増幅器アレイの出力の下流に挿入された位相板を含むことを特徴とする、
請求項２８に記載の増幅器構築方式。
【請求項３４】
　位相制御素子が、空間ビーム変調器の一部分を含むことを特徴とする、請求項２８に記
載の増幅器構築方式。
【請求項３５】
　前記発振器が、モードロックされていることを特徴とする、請求項２８に記載の増幅器
構築方式。
【請求項３６】
　前記発振器の後にあるパルス伸長段と前記ファイバ増幅器アレイの下流に挿入されたパ
ルス圧縮段とを更に含むことを特徴とする、請求項２８に記載の増幅器構築方式。
【請求項３７】
　マルチコア・ファイバの形態で構成された、複数の個別のファイバ増幅器を含むファイ
バ増幅器アレイであって、前記ファイバ増幅器のコアの空間分離が、前記ファイバ増幅器
アレイの出力位相変動を１０ｋＨｚ未満に制限する強い熱的カップリングを行うために十
分に小さくされた、前記ファイバ増幅器アレイと、
　前記ファイバ増幅器アレイを光学的にポンピングする、少なくとも１個のポンプ光源と
、
　前記ファイバ増幅器アレイをシードするマスターパルス発振器と、
　前記ファイバ増幅器アレイの出力の一部分と光学的に干渉させる参照アームとして機能
する、前記マスターパルス発振器の出力の一部分と、
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　前記光学的な干渉を検出する検出器アレイ
　とを備え、該検出器アレイが、前記ファイバ増幅器アレイの大部分の素子の光位相のヘ
テロダイン位相検出することを可能にするために、前記参照アームが更に位相変調され、
　更に、前記ファイバ増幅器アレイの中のそれぞれの前記ファイバ増幅器の大部分の出力
の光位相を変調するように動作可能なように、空間的関係を有して配置された複数の位相
制御素子を備え、
　前記ヘテロダイン位相検出を行う前記検出器アレイ及び前記複数の位相制御素子が、前
記検出器アレイの検出結果に基づいて少なくとも１個のファイバ増幅器の光出力位相を補
正するように構成され、前記ファイバ増幅器アレイを構成する前記個別の素子のうちの大
部分の間で光出力位相を安定化することを特徴とする、サブナノ秒レーザパルスのコヒー
レント結合のための増幅器構築方式。
【請求項３８】
　マルチコア・ファイバの形態で構成された、複数の個別のファイバ増幅器を含むファイ
バ増幅器アレイであって、前記ファイバ増幅器のコアの空間分離が、前記ファイバ増幅器
アレイの出力位相変動を１０ｋＨｚ未満に制限する強い熱的カップリングを行うために十
分に小さくされた、前記ファイバ増幅器アレイと、
　前記ファイバ増幅器アレイを光学的にポンピングする、少なくとも１個のポンプ光源と
、
　前記ファイバ増幅器アレイをシードするマスターパルス発振器と、
　前記ファイバ増幅器アレイの出力の一部分と光学的に干渉させる参照アームとして機能
する、前記マスターパルス発振器の出力の一部分と、
　前記光学的な干渉を検出する検出器アレイと、
　該検出器アレイが、前記ファイバ増幅器アレイの大部分の素子の光位相のヘテロダイン
位相検出することを可能にするために、前記ファイバ増幅器アレイを構成する前記個別の
素子の光位相をディザリングする周波数を供給する局部発振器
　とを備え、前記ヘテロダイン位相検出を行う前記検出器アレイが、前記検出器アレイの
検出結果に基づいて少なくとも１個のファイバ増幅器の光出力位相を補正し、前記ファイ
バ増幅器アレイを構成する前記個別の素子のうちの大部分において、光出力位相を安定化
することを特徴とする、サブナノ秒レーザパルスのコヒーレント結合のための増幅器構築
方式。
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